
 

 

 

令和８年６月１１日 

 

次世代のマンガ海外発信のためのプラットフォーム 
構築に向けたコンソーシアム第１回会議を開催します 

 

文化庁では、我が国のマンガのさらなる海外展開、質の高い翻訳電子書籍の正規版流通の

機運醸成を図り、業界共通の課題に官民一体で取り組むため、関連業界、関係省庁等から構

成されるコンソーシアムを設置し、この度、第１回会議を開催します。 

 

１．趣旨 

  我が国のマンガは、世界の人々を魅了し高く評価されるとともに、アニメ、ゲーム、

映画等の分野の原作として様々なコンテンツを生み出す源泉となっており、さらなる海

外発信が期待されています。一方、海外では、海賊版電子書籍の流布によって大きな損

失も生じており、質の高い翻訳電子書籍の正規流通を飛躍的に拡充することにより、海

外における我が国マンガ文化の普及が見込まれます。 

  このため、文化庁は、我が国発のデジタル配信プラットフォームを通じて、将来的に

は、あらゆるマンガが世界中で持続可能な形で読まれることを目指しつつ、業界全体で

海外発信の機運醸成を図り、業界共通の課題に官民一体で取り組むため、関連業界、関

係省庁等から構成されるコンソーシアムを設置し、この度、第１回会議を開催します。 
 

２．開催日時 

令和８年６月１８日（木）１６：００～１８：００ 

※非公開（冒頭のみ撮影可。会議終了後、記者ブリーフィングを実施予定。） 
 

３．場所 

文部科学省３F１特別会議室 
 

４．出席者 

構成員一覧（別紙２）参照 
 



 

 

 

 

５．議事（予定）※非公開。（１）のみ撮影可。 

議事（１） 伊藤文化庁長官挨拶 

議事（２） コンソーシアムで取り組むべき課題について 

議事（３） 意見交換 

議事（４） その他 
 

６．取材について 

会場での取材を希望される報道関係者は、６月１７日（水）１７時までに、以下の事

項を取材登録フォーム（https://forms.cloud.microsoft/r/iYgNZGUwjH）から御登録

ください。 

【登録事項】 

・御所属（社名） 

・取材者氏名（カメラマン等を含む全員のフルネーム） 

・連絡先（メールアドレス、当日連絡がつく携帯電話番号） 

・カメラ撮りの有無、ある場合はムービーかスチール 

・記者ブリーフィングへの参加の有無 
 

≪留意事項≫ 

○会場内における取材及び撮影は、議事（１）の伊藤文化庁長官挨拶までとし、議事

（２）以降は非公開として御退出いただきます。 

※オンライン配信等もございません。 

○記者ブリーフィングの開始時刻は １８:１５ を予定しています。 

 ※開始時刻は、会議の進行等により変更になる場合がございます。 

 ※ブリーフィングの際に関連資料を配布いたします。 

○取材に当たっては、現地担当者の指示に従ってくださいますようお願いします。 

 

 

 ＜担当＞ 文化庁参事官（芸術文化担当）付 
コンテンツ振興室 
相原、是永、須藤 

電話：03-5253-4111（代表） 
03-6734-3031（直通） 

 

https://forms.cloud.microsoft/r/iYgNZGUwjH


（別紙１） 

次世代のマンガ海外発信のための 

プラットフォーム構築に向けたコンソーシアムの設置について 

 

令和８年６月１０日  

文 化 庁 次 長 決 定  

 

１．設置の趣旨 

我が国のマンガは、世界の人々を魅了し高く評価されるとともに、アニメ、ゲーム、

映画等の分野の原作として様々なコンテンツを生み出す源泉となっており、さらなる海

外発信が期待されている。一方、海外では、海賊版電子書籍の流布によって大きな損失

も生じており、質の高い翻訳電子書籍の正規流通を飛躍的に拡充することにより、海外

における我が国マンガ文化の普及が見込まれる。 

 このため、我が国発のデジタル配信プラットフォームを通じて、将来的には、あらゆ

るマンガが世界中で持続可能な形で読まれることを目指しつつ、業界全体で海外発信の

機運醸成を図り、業界共通の課題に官民一体で取り組むため、関連業界、関係省庁等か

ら構成されるコンソーシアムを設置する。 

 

２ 主な検討事項 

マンガの海外発信に関する以下の事項について協議する。その検討を踏まえ、文化芸術

活動基盤強化基金（令和７年度補正予算）により具体的な調査研究や実証的な取組を実施

する。 

（１）業界共通の課題 

① 翻訳者等の必要な人材の育成 

② 発信すべき国・地域における文化・制度等の諸事情の調査、サービス形態・対価

還元等の分析、翻訳言語等に係るデータベースの作成等 

③ 国際見本市、海外団体との連携等によるマンガ文化の普及 

（２）デジタルマンガ配信の将来像 

（３）その他マンガ文化の戦略的・総合的発信のため必要な事項 

 

３ 構成 

出版社、配信事業者その他の関連事業者、関係省庁・機関等から構成する。 

 

４ 運営 

 コンソーシアムの事務局は、文化庁参事官（芸術文化担当）付が経済産業省商務・サー

ビスグループ及び独立行政法人日本芸術文化振興会と連携して担う。 

専門的又は実務的な事項について検討するため、コンソーシアムに作業部会（ワーキン

ググループ）を設けることができる。 

事務局の事務の一部を外部機関に委託することができる。 



（別紙２） 

次世代のマンガ海外発信のための 

プラットフォーム構築に向けたコンソーシアム構成員 

 

 

株式会社秋田書店 

NTTソルマーレ株式会社 

株式会社オレンジ 

株式会社 KADOKAWA 

株式会社紀伊國屋書店 

Crunchyroll, LLC 

株式会社講談社 

株式会社集英社 

株式会社小学館 

株式会社スクウェア・エニックス 

株式会社双葉社 

株式会社 MyAnimeList 

Mantra株式会社 

 

 

（オブザーバー） 

内閣府 

総務省 

外務省 

財務省 

独立行政法人国際交流基金 

独立行政法人日本貿易振興機構 

一般社団法人コンテンツ海外流通促進機構 

 

（事務局） 

文化庁 

経済産業省 

独立行政法人日本芸術文化振興会 

 

（令和８年６月１０日現在） 
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